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会長インフォメーション
PRESIDENT INFORMATION

会長：津野 友邦

事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号
　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：津野友邦／幹事：稲垣良二／SAA：須田幸史朗
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 クラブ存続のための会員増強～次の10年に向けて～」

（2ページに続く）

基本的教育と識字率向上月間

宮里ガバナー、地区幹事のみなさま本日はお越し
頂きまして、ありがとうございます。事前の懇談会もあ
りがとうございました、大変勉強になりました。本日
の卓和も楽しみにしております。
以前に宮里ガバナーが地区研修か会長研修で、ポ
リオ撲滅運動にロータリークラブが多大な貢献をし
てきているにも関わらず、実は世界でそのことが全く
認知されていないことを伝えられ、もっとロータリア
ン自身もポリオ撲滅運動の意義を再認識するととも
に、ロータリーが果たしてきた役割も発信すべきと
いった趣旨のお話をされ、その中で、ポリオサバイ
バーの実話を描いた映画を紹介されました。
今日はガバナーが来られるということでちょっとい
いカッコしようかと思いまして、先週末にそのご紹介
の映画「ブレス　しあわせの呼吸」という映画を観ま
した。

観る前は、ポリオという感染症の恐ろしさやその
撲滅運動をテーマにした映画かなとか思いながら
観たのですが、そういうストーリーではなく、実話に
基づいた大変な感動作で、凄く良かったです。
内容を少し紹介したいと思います。主人公はロビ
ンという男性で、美しい女性ダイアナに一目惚れし
恋に落ちます。そして2人は結婚するのですが物語
はここから始まります。結婚後すぐにロビンはポリ
オに感染し、一瞬のうちに寝たきりとなり人工呼吸
器で生かされる状態になります。このような状態に
なったポリオに感染した患者は、その後一生病院か
ら出れずにただ生存し、ただただ死を待つのみとい
うのが当時の医療環境だったようです。しかし、妻
ダイアナの強い強い意志であなたは生きるべき！と
夫を導き、ただ生存するのではなく、前向きに人生
を生きる選択をして、病院を飛び出すのです。映画

君が代・四つのテスト 海
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イマジンロータリー
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ではその後の生活の中で起きるさまざまな感動の物
語が描かれています。
ポリオにより寝たきりになった患者の生き方、重度
障害を持った人の生き方、幸せ、といっただけの話
ではなく、それは障害とか病気とかだけではなく、
我々すべての人に共通して当てはまる幸せに生き、
死ぬ、とはどういうことか、ということを問いかけてく
れる作品だと感じました。
またもう一つ、人生を諦めないことやユーモアや
明るさの大切さ、一生懸命明るく楽しく前向きに生き
るということが、それが人々の共感や感動を生んで
人を動かす力になる、というメッセージを受け取っ
たように思います。
映画という意味では何より、ロビンを演じた「アン

ドリュー ガーフィールド」の首から上だけの迫真の演
技はこの作品を引き立たせていました。
まだ見ていない方は是非ご鑑賞ください。

本日は地区より宮里ガバナーをお迎えしての例会
です。後程ガバナーより卓話を頂きます。よろしくお
願いいたします。
また地区副代表幹事の岩佐様、地区常任幹事の
岡部様、例会へのご参加ありがとうございます。
先程の懇談会で大変参考になるご指導を頂きま
した。ありがとうございます。
8/23に新規入会の赤井さん浅見さんにロータ

リー情報の説明を行い、浅見さんは9/6、赤井さんは
9/13入会式の予定です。
10/2の鶴見区民まつりについて、今年は支援団
体を呼ばず、RCメンバーのみで行うこととなりまし
た。皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

稲 垣 会 員 宮里ガバナー貴重な懇談ありがとう
ございました。

水 間 会 員 宮里ガバナー、ようこそいらっしゃい
ました。いろいろとお教え下さいます
ようお願い申し上げます。

中 村 会 員 宮里ガバナーの御訪問を歓迎いたし
ます。宜しく御指導下さい。

山 崎 会 員 宮里ガバナーようこそお越しいただ
きました。よろしく。ご指導のほどお願
い申し上げます。

秀 島 会 員 宮里様、岩佐様、岡部様　ようこそ！

田中（信）会員 宮里ガバナー、岩佐様、岡部様の御
来訪を歓迎致します。ガバナーの御
教授楽しみです。

￥16,000.-　　累計　￥139,000.-

￥3,000.-　　　　累計　￥37,000.-

覚野　廣久、　菊井　康夫、　鳥居　和久　

9月1日 源　壽美子、　  9月19日 水口　敦司

9月30日 大草　　修　　

9月1日 水口　敦司、      9月14日 中森　恭平

各会員

◆誕生日

◆結婚記念日

なし

◆ホームクラブ10回連続

◆事業所創立日

22年    秀島　博規、　　5年    須田　幸史朗

◆在籍年数

幹事報告 幹事：稲垣 良二

今月の表彰とお祝い



担当：鳥居会員

今年度、当地区は大阪の地にロータリーが誕生
し、100年と言う節目の年を迎えました。　

一方、私達は世界的な感染症の蔓延、紛争や戦争
と言った未曾有の不幸な現実を目の当たりにしてい
ます。今世紀、当たり前だと考えていた平和や安全、
健康がいかに脆弱で、また貴重なものだったかをあ
らためて気づかされました。

また、テクノロジーをはじめとする社会環境は待っ
たなしで変化や進歩を遂げ、企業活動のみならず、
ロータリー活動にも革新的かつ柔軟な適応力が求
められています。

100年もの間戦争や経済不況を乗り越え発展して
きたロータリーの輝かしい遺産に思いを馳せながら
も、これからどんなロータリーの姿を求め、実現して
いくのか、また喫緊の国際社会や地域社会の課題に
会員としてどう向き合っていくのか、皆様と共に考え
て参りたいと思います。

2022-23年度の国際ロータリーと当地区のテー
マ、地区ビジョン、中期目標を御理解頂き、年次目標
達成への御協力をお願い申し上げます。　この達成
こそが、おそらく未来のロータリーのあるべき姿への
第１歩だと信じています。　先ずはやってみなけれ
ば、何も変わらないのですから…。

“IMAGINE ROTARY”
「世界にもたらせる変化を想像して大きな夢を描
き、その実現のためにロータリーの力とつながり
を生かしましょう。 昨日のことをイマジン（想像）
する人はいません。それは未来を描くことです。」

9月6日【1760回】

会員数　 　 　 　 2 6 名
（内出席規定免除  11名）

出席会員   14名中  10名

出席免除会員  11名中  5名

休止会員　　　   1名 

出 席 率 15/19  78.95%

ビジター　　　　 2名

ゲスト　　　　　 1名

出席総数　　　　 18名

前々回  8/2  Ｍ/Ｕ3名

修正出席率 15/18 190.00%

卓 話

担当： 吉羽会員

宮里唯子ガバナー公式訪問

■2022-23 国際ロータリー 
　ジェニファー・ジョーンズ会長のテーマと強調事項

■2022-23年度第2660地区のテーマと地区ビジョン
　・中期計画・年次目標

○会長テーマ：

紫・緑・白でそれぞれポリオ・環境・平和を意味し
ています。

○テーマカラー：

『大阪のロータリー100周年を祝おう』
各クラブはそれぞれのやり方で、100周年をお祝
いして下さい。

○テーマ：

地区研修・協議会の冊子やウェブサイトからご確
認頂けます。

○地区ビジョン、中期計画、年次目標：

、さ平公、性様多（IED　るげ広を盤基の者加参「
インクルージョン）」で、女性会員基盤の強化や、
革新的クラブまたは活動分野に基づくクラブの設
立を要請されています。

○会長イニシアチブ：




